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大洲 LC・高島 LC 姉妹提携誓約書（昭和 49 年） 
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『 第 1500回記念例会を終えて 』    矢野 啓文 

 穏やかな肱川の流れが潤う大洲の地。その市街地をつなぐ肱川橋が本年３月、５代目肱

川橋として生まれ代わりました。 

かけ替えられた４代目肱川橋は 1967年より 55年という歳月を経過したものでした。 

今回、1500回目の例会を迎える大洲ライオンズクラブは４代目肱川橋を上回る 63年間

の時を刻みました。そのクラブの歴史を感じるとともに、チャーターメンバーである桝田與

一 Lはじめ先輩のライオンズメンバーと席を共にできました。 

 1500 回例会記念事業として、市村ガバナーが重点目標とされているアクティビティー

であるフードロス削減に繋がるフードバンク事業、食事の機会が充分でない子ども達への

支援に繋がる子ども食堂事業において、達成することができました。 

大洲市の施設への食品提供を行い大洲市長二宮隆久様より感謝状をいただきました。 

また、今後。愛媛県内のこども食堂を開催されている方々のネットワークの拠点となる

NPO法人Eワークえひめ様への食品提供を実施することをお約束しており、その後、近隣

の地域のこども食堂の開催に協力できることを計画しています。 

現在まだ続いている新型コロナウィルスの社会への影響、加えて「ウクライナ、ロシアの情

勢」は私達の身近な生活や経済状況だけならず、世界の経済全体に影響を及ぼしている出

来事です。 

そしてそれが起こっている現地では沢山の尊い命や人々の生活そのものが奪われている

状況にあります。大洲ライオンズクラブにおきましてもウクライナ復興支援準備基金と銘打

ち基金のお願いを行うことができました。 

来賓として出席いただいた市村ガバナーより、大洲ライオンズクラブのパワーを感じた

とお礼をいただきました。すばらしい例会が開催できたと思っています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

『 第 1500回例会で想うこと 』    宮下 利秋 

 
大洲ライオンズクラブが結成された 1960 年（昭和 35 年）から 62 年の時間が過ぎ、先月

10 月 28 日に 1500 回を記念する例会が開催されました。 クラブでは記念例会を開催す

るに当たり、例会の延長としての 1500回として、あまり派手にすることなく開催することを

基本的な考え方に致しました。 当初より実行委員会を組織して、まず唯一のチャーターメン

バーである桝田会員を顕彰する事を掲げ、その感謝を表すために市村通夫地区ガバナーに

来賓としてのご出席をお願い致しました。 但し、ご来賓に関してはコロナ禍の時期も考慮し

て最小限の人数でお呼びすることとし、市村ガバナーはじめ、埜下浩孝 3RC、正司 弘

3R-1ZCの3名とクラブメンバーでもある二宮隆久大洲市長の4名の来賓にご出席いただ

く事と致しました。 その他に何か記念事業をする事、の提案を受けて、市村ガバナーの活動

基本方針を取り入れて、こども食堂の支援の一環として、フードバンクに 10000 食のレトル

ト食品を贈呈することに致しました。 堀田会員の企業でもあるサンフーズより安価にて提供

していただく事もタイムリーに働き、市村ガバナーにも大変喜んでいただきました。  

記念例会の食事はお弁当と致し、持ち帰りも出来るように考慮致しました。 

例会は桝田会員に会長より感謝状及び記念品の贈呈を行うことが出来、大変素晴らしい例会

になりました。 

話を変えると、大洲ライオンズクラブが昭和 35年 12月に結成された頃は、どういった時

代だったのか？ 調べてみるとテレビではバラエティー番組「シャボン玉ホリディー」や NHK

朝の連続ドラマが始まり、巨人大鵬卵焼きの時代であります。 

「地球は青かった」の人類初の宇宙飛行士ガガーリン、松本清張の「砂の器」がベストセラーに

なり、フランク永井の「君恋し」や渡辺マリの「東京ドドンパ娘」がヒットし、洋画の「ウエストサイ

ドストーリー」が現在のダンスの流行を予感さすようなインパクトを与えています。 東芝のテ

ープレコーダー「カレッジエース」が人気機種になり、ホンコンシャツが流行り、六本木族や「歌

声喫茶」が登場した、戦後昭和の良き時代です。 

それから62年永きにわたり引き継がれてきた大洲ライオンズクラブの灯を絶やすことなく、

100 年に向かって歩を進めてほしいと願います。 ただ心配なのはここ 10 年を見ても新し

いクラブ会員の拡大が一切なされてない事である。 私が会員委員長の時にクラブが会員拡

大を進め、8 人の新しい会員を獲得して、「たるい」の 2 階で新入会員の歓迎式をしたことが

懐かしく思い出されます。 今後の新しい大洲ライオンズクラブの発展のため、若い人材の活

躍を望みます。  



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『 おまつり村出店報告 』    寺尾 幸記 

 
3年ぶりの開催となりましたおまつり村。 

コロナ禍で色々と規制された中ではありました

が、ライオンズクラブ担当のバルーンアート・積

み木遊びコーナー・古メガネ回収・ダーツゲーム

と盛り合わせのブースでした。会長以下たくさ

んのメンバーにお手伝いをして頂き、今回も楽

しい一日を過ごさせてもらいました。個人的に

も第 1回目から参加していましたので、もう40

回目なのかと色々と昔を思い出しました。 

古メガネ回収は、商工会議所さんが出されたチ

ラシの中でPRされており、３年分の回収が出来

ました。早々に弓達会員の「アイアイエー・大洲

店」さんを通して、眼鏡リサイクル活動のために

送っていただく予定です。 

ライオンズクラブの出し物が毎年変化はしてい

ますが、子供たち孫たちの笑顔が一番です。来

年度以降も楽しい企画を提案していきたいと思

います。 

追伸・・・カキ氷、来年は復活しまーす。 
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 『 ウクライナ復興・人道支援基金箱 』 

 
第 1500回例会を記念して作られた

「大洲 LCウクライナ復興・人道支援基

金箱」を早速、おまつり村出店会場に設

置しました。 

小さいお子さんから、国会議員、県議

会議員、大洲市長と、多くの方に募金を

して頂きました。 

 

特に、箱の横の看板や、ポスターを見

て、快く自らお財布の中から、募金をし

てくれる、小学生、中学生が多くいたこ

とに、心が温かくなりました。 

この日集まった募金額 18,768円      

でした。募金にご協力いただきました

皆様、ありがとうございました。 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 『 大洲市民ゴルフ大会に参加して 』 村上 富朗 

 
１１月 5日（土）大洲まつりの一環で、大洲市民ゴルフ大会が、大洲ゴルフ倶楽部にて開催され

ました。大洲まつりの、様々なイベントの一つであります。 

 今年エントリーされた方は 82名。 

ライオンズクラブから９名（矢野、池本、菊池、久保、中野、古森、岩田、冨永、村上）  ロータリ

ークラブ 6名と合わせて 15名で組み合わせし、仲良く参加しました。 

 当日は、この季節らしい爽やかな天気に恵まれ、久保 Lと中野 Lはなんと半袖でプレーされ

ました。（若い！） 

 結果、なんと久保Lが全体82名の中で優勝され、優勝賞品のキャディバッグをゲットされま

した。また、市民ゴルフですのでおまつりにふさわしく、みんなに賞品をいただきました。 

メンバーのスコアは、それぞれでしたが、特筆すべきベストグロスは中野 Lの８７、 2番目は

池本 L８８。特に、私と同組の中野 Lはインコースのスタートから6番ホールまでなんとパープ

レイ、快進撃を見せてくれました。池本 Lもスコアを見ると腕を上げられていますね！ あとの

メンバーは、それなりのスコアでしたね。お疲れ様でした。 

みなさん、これからもゴルフを楽しみましょう！ 

  プレー終了後、土曜日ということもあり、ライオンズ、ロータリーメンバー一緒に、焼肉「牛

太」で打ち上げを行い、ゴルフをしなかった沖村 L、ロータリーの井上往美会長も加わり、にぎ

やかな懇親会となりました。 

 ライオンズのコンペもしましたので、表彰も行いましたが、なんとライオンズのコンペでも久

保 Lが優勝となり、大洲まつり、ならぬ「久保昭生まつり」の日になりました。 

 久保 Lの 2重の優勝ということもあり、懇親会は大いに盛り上がり、皆、食欲、飲み欲旺盛

で、まるで若者の集まりのような、食べ、飲みっぷり！ 

明日への元気、活力を感じさせる会となり、話に花が咲いた楽しい会になりました。 

 大洲まつりも、これで閉幕です。 3年ぶりのお祭り、やっぱり祭りはいいですね。 

コロナ禍のため久しぶりの開催でしたが、明るい楽しい１日の時間をいただきました。 

疫病退散も間近です、みんな頑張っていきましょう！ 

 以上、報告担当、村上レポートでした。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高島交流事業（カニ交流例会ツアー）報告その１ 池本 真彦 

  

１１月１６日～１７日にかけて，高島交流事業（カニ

交流例会ツアー）に参加してきました。 

１日目は，「天空の城」として有名な竹田城跡を見

学しました。下山の途中から古野さんと菊池前会

長の足取りが徐々に重くなり，バスまで辿り着く

か非常に不安でしたが，何とか辿り着き一安心で

した。 

海のみえる宿むらみやでの夕食は，今回の交流事

業の目玉でもあるカニのフルコースでした。高島

ＬＣのメンバーと楽しく会話をしながら，かに刺

し・焼かに・かにすき・かに雑炊など，生涯食べた

ことのない量のかに料理をたらふくいただき，至

福のひと時でした。 

２日目は，高島ＬＣのメンバーの案内のもと，マキ

ノピックランドでメタセコイア並木の散策をし，藤

樹神社・藤樹記念会で中江藤樹先生の勉強をした

後，高島ＬＣの例会場（ウエストレイクホテル）で昼

食を共にし，帰路につきました。 

 

高島ＬＣからは大洲ＬＣのメンバー全員にお土産

をいただいたり，澤井会長からは日本酒の差し入

れをいただくなど，至れり尽くせりでした。 

高島交流事業には初めての参加でしたが，高島Ｌ

Ｃのメンバーとも楽しく交流を深めることがで

き，非常に有意義な２日間でした。 

次年度は高島ＬＣ結成６０周年，次々年度は大洲Ｌ

Ｃ・高島ＬＣ姉妹提携５０周年ということで，高島Ｌ

Ｃとの交流の機会が続きそうですが，是非高島を

再訪したいと思います。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高島交流事業（カニ交流例会ツアー）報告その２ 中野 吉貴 

  

１１月１６日～１７日 滋賀県に高島ライオンズクラ

ブとの交流例会に行って参りました。 

コロナ禍で三年ぶりの開催であり、私自身は３度

目の参加でした。 

前回はカツオ交流例会、今回はカニ交流例会とい

うことで非常に楽しみにしておりました。 

場所は福井県高浜にある、むらみやさん。若狭湾

に面して海や夕日もみえます。 

期待していた料理はカニのフルコース。刺身、ゆ

でガニ、焼きガニ、カニ雑炊とカニ料理を 

いたるところまで堪能しました。ほんと気分は一

年分のカニ食った気分。 

でもカニって食べてるときは、どうしても無言に

なるんですよね、せっかくの交流会なのに。（笑） 

ひととおり食べ、胃袋を満たすと楽しそうな笑い

声も。 

３年ぶりということで、久ぶりの対談を喜ぶ 

メンバーの姿も見受けられました。ふと横を見る

と、コンパニオンを独占する冨永 Lの姿も。（笑） 

あとで聞けば、日本酒が相当でたとか。 

本当に高島ライオンズクラブの皆様ありがとうご

ざいました。 

次回２年後の再会を心待ちにしております。 



 

 

 

 「マイ・ギネス」と言えば当然「釣り」でしょう。主戦場は宇和海、釣法は船でサビキ釣りです。２０２１年の釣

行回数１０２回、主な釣果はタイ４６０匹、ケンサキイカ３７０杯、イサキ１３４匹、アジ１０５匹、ハゲ４０匹、ハマ

チ１３本、石鯛１１匹 etc 。  

「それがどうした」 皆さんそう思ったのではないですか? 私も他人の趣味や自慢話を聞いて素直に「すご

い」とはなかなか言えません。でも「釣り」に関する格言・名言にはなかなか面白いものがありますので是非

ご一読ください。  

 

たかが釣り、されど釣り 

まずは中国の諺から 

「一時間、幸せになりたかったら酒を飲みなさい。 

三日間、幸せになりたかったら結婚しなさい。 

八日間、幸せになりたかったら豚を殺して食べなさい。 

永遠に、幸せになりたかったら釣りを覚えなさい。」 

「釣りを知らないことは人生の楽しみの半分を知らないことだ。」 

「もし釣りが仕事の妨げになるのなら、仕事の方をあきらめなさい。」 

「なぜ釣りをするのかと聞かれたときは、そこにロマンがあるからと答えなさい。」 

「魚釣りという病気は死ぬまで治らない難病であると共に人生という難病を治療する特効薬で

もある」 

「神はつかの間の人生から、釣りに費やした時間を差し引いてはくれない。」 

「釣り師は心に傷があるから釣りに行く、しかし彼はそれを知らないでいる。」 

「釣りは男が淋しさなしに孤独でいることができる地上に残された僅かな場所の一だ。」 

「釣りをしている夫の姿を見たことのない女房は、自分がどれほど辛抱強い男と結婚したか気

がつかない。」 

マイ・ギネスブック    （第 5回目）   古森 敏夫 L 

https://tsuriuma.net/meigen/#i-45
https://fishingjapan.jp/fishing/1881#mokuji2
https://tsuriuma.net/meigen/#i-6
https://tsuriuma.net/meigen/#i-7
https://tsuriuma.net/meigen/#i-7
https://tsuriuma.net/meigen/#i-23
https://tsuriuma.net/meigen/#i-27
https://tsuriuma.net/meigen/#i-33


「魚を釣りたい一心が、魚以外の実に多くのものに私を逢わせてくれた。」 

「釣り竿とは一方の端に釣り針を、他方の端に、馬鹿者をつけた棒である」 

「釣れない時は、魚が考える時間を与えてくれたと思えばいい。」 

「釣りは性欲の延長である」 

「名人は釣れるほど沈黙し、下手ほど騒ぐ」 

「釣りとは絶対矛盾的、自己統一である」 

「隣の釣り場はよく見える」 

「釣れたんじゃない、釣ったんだ」 

「釣れている漁師の横へ来ても釣れるわけがない」 

「釣り方は盗むもんだ、聞くもんじゃない」 

「釣り好きには好色と短気なやつが多い」 

「釣れたうわさを釣りに行くな」 

「釣れた時は腕前、釣れない時は当たり前」 

「釣るのが先か、バラスのが先か」 

「エサの切れ目が縁の切れ目。コマセを撒かなきゃ始まらない」           

                                                      

最後に   

 「釣りは唯一自由になれる瞬間である」                            以上 

 

 

人生も終盤に差し掛かり、６８歳になった２０１７年5月中咽頭がんで入院、２０１８年2月下咽頭がんで入院、

同年 3 月食道に前がん病変で断酒、そして同年 7 月西日本豪雨 床上２１５ｃｍ浸水し自宅解体、同年８月

借り上げアパートへ、２０１９年５月元号が「令和」に、同年 11月新居完成移転、２０２０年 2月コロナ騒動始

まる、と色々ありました。  

それでも「釣り」に行ける健康に感謝し、更なる「マイ・ギネス」に挑みたいと思います。 

古森敏夫 73歳 

 

https://tsuriuma.net/meigen/#i-36
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【 例会ドネーション 】 

 

9月第 2例会 

9/22 矢野 会報の原稿が遅くなってしまいました、来月の掲載でお願いします 

  池本 愛媛マラソンに当選しました、初マラソンです。亀岡さんを目標にします 

  沖村 明日 23日今治沖でアコウを狙ってきます 

  松岡 元気です 

  

10月第 1例会 

10/14 矢野 1500回記念例会の成功に向けご協力よろしくお願いします 

  宮下 1500回記念例会、一人でも多くの参加をお願いします 

  亀岡 11/23は神南山登山です。皆さんの参加をお待ちしています 

  沖村 9/23 あこう 40ｃｍが釣れました 

 

10月第 2例会（1500回記念例会） 

10/28  ガバナー 1500回例会お祝い 

  3RC埜下 1500回例会お祝い 

  １ZC正司 1500回例会お祝い 

  桝田 感謝状ありがとうございました 

  矢野 約半年前、1500回という数字を意識し、本当に開催できました 

  池本 記念すべき第 1500回例会に出席できたこと嬉しく思います 2000回にも。 

  宮下 1500回の例会おめでとうございます 

  渦尻 1500回記念例会おめでとうございます、大洲 LCあっぱれ！ 

  冨永 会報 1500回記念例会特集号無事発行できました 

  中野 1500回例会の司会という大役を頂きありがとうございます 

  菊池 1500回おめでとうございます、本日は精一杯がんばります 

  兵藤 1500例会おめでとうございます 

  沖村 1500回例会おめでとうございます 

  久保 1500回 長い歴史に「カンパイ！」 

  福田 1500回記念、大変おめでとうございます 

  高岡 1500回例会開催おめでとうございます、ますますのご繁栄を祈念します 
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11月第 1例会 

11/11 矢野 第 1500回例会、おまつり村開催、みなさんお疲れ様でした 

  沖村 20日の献血、よろしくお願いします 

  濱田 先日白内障の手術をしました、無事成功しました 

  松岡 ありがとうございます 

 

【 ドリンクドネーション 】 

 

9月第 2例会 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

10月 28日 濱田 

  池本 

  亀田 

  宮下 

  村上 

  沖村 

  中野 

  久保 

  向井 

9月 22日 亀岡 

  沖村 

  村上 

  宮下 

  樽井 

  久保 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

有限会社 亀田 
代表取締役 亀田 雅史 

 

大洲市北只 42-1 

TEL:24-5700/FAX:24-0031 

 
 

 

久 保 不 動 産 開 発 株 式 会 社  
 

代表取締役社長   

久保  昭生 
 

大洲市新谷乙 1528番地 1 

ＴＥＬ  25-4501  ＦＡＸ25-4502 

 

 


